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神戸市立工業高等専門学校 2023年度シラバスシラバス

電気電子工学 (Electrical and Electronics Engineering)

石崎 繁利 教授, 瀬戸浦 健仁 准教授

機械工学科・3年A組・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

前半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発機械工学科の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発が理解できているか定期試験で評価する．電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発を把握することを目的として，電気回路の基礎から発把握することを目的として，電気回路の基礎から発すること動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発的として，電気回路の基礎から発と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．して，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発か定期試験で評価する．ら発発
展的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液までを把握することを目的として，電気回路の基礎から発体系的として，電気回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液学ぶ．後半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発は電子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．運動に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液後，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体材料，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発ダイオード，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発トランジスタ，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発レーザ，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発液
晶，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発太陽電池の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついてその構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．や動作原理などを理解させる．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液どを把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．させる．

【A4-M3】電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電磁気学の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基本法則に基づいて理解に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液基づいて理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．
できる．

電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電磁気学の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基本法則に基づいて理解に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液基づいて理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発
中間試験で評価する．およびレポートによって評価する．レポートに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液よって評価する．する．

【A4-M3】直流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．計算方法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる．
直流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．計算方法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発中間試験で評価する．およびレポートによって評価する．レポートに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液
よって評価する．する．

【A4-M3】交流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．計算方法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる．
交流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．計算方法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発中間試験で評価する．およびレポートによって評価する．レポートに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液
よって評価する．する．

【A2】真空および原子内での電子の運動を理解できる．およびレポートによって評価する．原子内での構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．運動を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる． 真空および原子内での電子の運動を理解できる．およびレポートによって評価する．原子内での構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．運動が理解できているか定期試験で評価する．理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する
．

【A4-M3】真性半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発n形半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発p形半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる．
真性半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発n形半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発p形半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する
．

【D1】エレクトロニクス技術の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解での構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．進歩と人間生活・地球環境の関係を理解でと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．人間生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発活・地球環境の関係を理解での構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．関係を理解でを把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．で
きる．

電子回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．進歩と人間生活・地球環境の関係を理解でと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．人間生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発活・地球環境の関係を理解での構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．関係を理解でに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついてレポートを把握することを目的として，電気回路の基礎から発提出させ，させ，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発
理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．度シラバスを把握することを目的として，電気回路の基礎から発試験で評価する．で評価する．する．

【A2】pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる．ダイオードの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる．
pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる．ダイオードの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．す
る．

【A4-M3】バイポーラトランジスタおよびレポートによって評価する．電界効果トランジスタの構造と動トランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動
作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる．

バイポーラトランジスタおよびレポートによって評価する．電界効果トランジスタの構造と動トランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．が理解できているか定期試験で評価する．理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．
できているか定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

【A4-M3】レーザおよびレポートによって評価する．ねじれネマティック型の動作原理を理解できる．ネマティック型の動作原理を理解できる．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる． レーザおよびレポートによって評価する．ねじれネマティック型の動作原理を理解できる．ネマティック型の動作原理を理解できる．液晶の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．が理解できているか定期試験で評価する．理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できているか定期試験で評価する．定期
試験で評価する．で評価する．する．

【A2】太陽電池の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できる．

成績は，試験は，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発試験で評価する．80%　レポート20%　と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．して評価する．する．

ノート講義（前期）．
「電子工学基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発」：中澤達夫（コロナ社）社）

「詳解できているか定期試験で評価する． 電気回路の基礎から発演習 上」：大下 眞二郎（共立出させ，版）
「電気理が理解できているか定期試験で評価する．論II」：松元　崇（学献社）
「電子工学概論」：相川孝作（コロナ社）社）
「液晶と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．ディスプレイ応用の基礎」：吉野勝美（コロナ社）の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発」：吉野勝美（コロナ社）社）
「太陽エネルギー工学」：浜川圭弘（培風館）

数学1，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発数学2，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発物理が理解できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発応用の基礎」：吉野勝美（コロナ社）物理が理解できているか定期試験で評価する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（電気電子工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．考え方，直流回路の基本法則え方，直流回路の基本法則方，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発直流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基本法則に基づいて理解

2

3 発展的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ブリッジ回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．問題の解法を解説する．また直流回路における過渡現象について，基礎的な事項を解説する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液直流回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液おける過渡現象について，基礎的な事項を解説する．に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液事項を解説する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．

4 微分方程式を解くことで，直流回路における過渡現象の解を求める方法を学ぶ．また直流回路と交流回路の違いを解説する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．くこと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．で，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発直流回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液おける過渡現象について，基礎的な事項を解説する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発求める方法を学ぶ．また直流回路と交流回路の違いを解説する．める方法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発学ぶ．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液直流回路の基礎から発と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．交流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．違いを解説する．いを把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．

5 正弦波交流，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発交流回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液おける各種の素子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．素子

6 基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液交流回路の基礎から発，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発正弦波の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．複素数表示

7 ベクトル記号法の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液事項を解説する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ベクトル記号法に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液よる交流回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．問題の解法を解説する．また直流回路における過渡現象について，基礎的な事項を解説する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．

8 中間試験で評価する．

9 中間試験で評価する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．説およびレポートによって評価する．真空および原子内での電子の運動を理解できる．中の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電子に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．

10 原子内の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電子と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体材料に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて

11 基本的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ダイオードと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．その構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．他のダイオードの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．ダイオード

12 バイポーラトランジスタ

13 電界効果トランジスタの構造と動トランジスタ

14 レーザおよびレポートによって評価する．液晶に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて

15 太陽電池の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．およびレポートによって評価する．まと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．め 太陽電池の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．原理が理解できているか定期試験で評価する．な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液どに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．その構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．後，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発中間試験で評価する．後の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて復習を把握することを目的として，電気回路の基礎から発行う．う．
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電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作を把握することを目的として，電気回路の基礎から発どう理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．するか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電磁気学およびレポートによって評価する．回路の基礎から発方程式を解くことで，直流回路における過渡現象の解を求める方法を学ぶ．また直流回路と交流回路の違いを解説する．に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液基づいて解できているか定期試験で評価する．説する．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液オームの法則・キルヒホッフの法則にの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．法則に基づいて理解・キルヒホッフの法則にの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．法則に基づいて理解に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液
ついて再考え方，直流回路の基本法則し，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発深める．める．

コイルと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．コンデンサ，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発ブリッジ回路の基礎から発（1） コイルと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．コンデンサの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電磁気学の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．基本法則に基づいて理解に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液基づいて解できているか定期試験で評価する．説する．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発的として，電気回路の基礎から発な内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ブリッジ回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．問題の解法を解説する．また直流回路における過渡現象について，基礎的な事項を解説する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発
解できているか定期試験で評価する．説する．

ブリッジ回路の基礎から発（2），機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発過渡現象について，基礎的な事項を解説する．（1）

過渡現象について，基礎的な事項を解説する．（2），機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発交流回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて

交流電圧の発生原理を題材として電磁誘導の法則を再考し，理解を深める．また交流回路における，抵抗・コイル・コンデンサのの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．発生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発題の解法を解説する．また直流回路における過渡現象について，基礎的な事項を解説する．材と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．して電磁誘導の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．法則に基づいて理解を把握することを目的として，電気回路の基礎から発再考え方，直流回路の基本法則し，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発深める．める．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液交流回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液おける，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発抵抗・コイル・コンデンサの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．
作用の基礎」：吉野勝美（コロナ社）を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．

RC回路の基礎から発，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発RL回路の基礎から発，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発およびレポートによって評価する．RLC回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．性質と計算方法を理解できる．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液交流電圧の発生原理を題材として電磁誘導の法則を再考し，理解を深める．また交流回路における，抵抗・コイル・コンデンサのおよびレポートによって評価する．交流電流を把握することを目的として，電気回路の基礎から発，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発複素数に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液よって記述する方法を解説するする方法を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する
．

ベクトル記号法（1），機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発ベクトル記号法（2）

第1回か定期試験で評価する．ら発第7回までの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて前期中間試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発行う．い，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．度シラバスを把握することを目的として，電気回路の基礎から発確認する．する．

中間試験で評価する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．説およびレポートによって評価する．前期中間試験で評価する．の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．答および解説を行う．その後，電子の運動およびミリカンの実験，電極間の電位差によおよびレポートによって評価する．解できているか定期試験で評価する．説を把握することを目的として，電気回路の基礎から発行う．う．その構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．後，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．運動およびレポートによって評価する．ミリカンの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．実験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発電極間の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電位差によに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液よ
る電子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．速度シラバスや動作原理などを理解させる．電子質と計算方法を理解できる．量の補正についても解説する．また水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーアの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．補正に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついても解説する．また水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーア解できているか定期試験で評価する．説する．また後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液水素原子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．スペクトルおよびレポートによって評価する．量の補正についても解説する．また水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーア子条件と振動数条件を用いてボーアと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．振動数条件と振動数条件を用いてボーアを把握することを目的として，電気回路の基礎から発用の基礎」：吉野勝美（コロナ社）いてボーア
の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．理が理解できているか定期試験で評価する．論を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．

水素原子の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．スペクトルおよびレポートによって評価する．量の補正についても解説する．また水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーア子条件と振動数条件を用いてボーアと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．振動数条件と振動数条件を用いてボーアを把握することを目的として，電気回路の基礎から発用の基礎」：吉野勝美（コロナ社）いてボーアの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．理が理解できているか定期試験で評価する．論を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液真性半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．不純物半の電気工学では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発導体に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液つ
いて解できているか定期試験で評価する．説する．

pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる．ダイオードの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液電圧の発生原理を題材として電磁誘導の法則を再考し，理解を深める．また交流回路における，抵抗・コイル・コンデンサの電流特性と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．整流回路の基礎から発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる．ダイオード以外の定電の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．定電
圧の発生原理を題材として電磁誘導の法則を再考し，理解を深める．また交流回路における，抵抗・コイル・コンデンサのダイオード，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発可変容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液量の補正についても解説する．また水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーアダイオード，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発LEDな内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液どに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．

バイポーラトランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液接地方法に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液バイポーラトランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．静特性およびレポートによって評価する．信号
増幅について説明したあと，スイッチング特性について解説する．に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液あと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発スイッチング特性について解説する．特性に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．

バイポーラトランジスタと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．電界効果トランジスタの構造と動トランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．違いを解説する．いに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液あと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる．形電界効果トランジスタの構造と動トランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．およびレポートによって評価する．動作原
理が理解できているか定期試験で評価する．に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液MOS形電界効果トランジスタの構造と動トランジスタの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．およびレポートによって評価する．特性に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．

レーザの構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．発振条件と振動数条件を用いてボーア，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発反転分布，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発光共振器，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発コヒーレント光に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液ついて解できているか定期試験で評価する．説する．さら発に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液液晶の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．種の素子類および異方性，フレデリクス転移におよびレポートによって評価する．異方性，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発フの法則にレデリクス転移にに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液
ついて説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液あと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発ねじれネマティック型の動作原理を理解できる．ネマティック型の動作原理を理解できる．液晶表示の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発解できているか定期試験で評価する．説する．

備など）
考

後期中間試験で評価する．およびレポートによって評価する．後期定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発実施する．する．
本科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．修得には，に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液は，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発30 時間の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．授業の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．受講と動作原理が理解できているか定期試験で評価する． 60 時間の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．事前・事後の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．自己学習が理解できているか定期試験で評価する．必要である．状況に応じて再試験を実施する場合がある．事前学習では次回の授業範囲についである．状況に応じて再試験を実施する場合がある．事前学習では次回の授業範囲についに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液応じて再試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発実施する．する場合ダイオードの構造と動作原理を理解できる．が理解できているか定期試験で評価する．ある．事前学習では次回の構造と動作原理が理解できているか定期試験で評価する．授業範囲についに学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液つい
て教科書および配布資料を読み，各自で理解できないところを整理しておくこと．事後学習では，授業内容を復習し，興味を持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．およびレポートによって評価する．配布資料を把握することを目的として，電気回路の基礎から発読み，各自で理解できないところを整理しておくこと．事後学習では，授業内容を復習し，興味を持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．み，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発各自で理が理解できているか定期試験で評価する．解できているか定期試験で評価する．できな内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液いと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．ころを把握することを目的として，電気回路の基礎から発整理が理解できているか定期試験で評価する．しておくこと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．．事後学習では，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発授業内容までを体系的に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液を把握することを目的として，電気回路の基礎から発復習し，機械工学科の学生が電気電子系科目の基礎を把握することを目的として，電気回路の基礎から発興味を持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．った後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液こと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．を把握することを目的として，電気回路の基礎から発調べてノート等にまとめておくこと．べてノート等に学ぶ．後半は電子の運動について説明した後，半導体材料，ダイオード，トランジスタ，レーザ，液まと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．めておくこと動作原理が理解できているか定期試験で評価する．．
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